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株式会社 Liberaware（本社：千葉県千葉市、代表取締役 閔 弘圭、以下「当社」）は、東京都庁の都政現場

における課題に対し、優れたスキルや技術を有するスタートアップとの対話を通じてともに解決を図る令和 5

年度「現場対話型スタートアップ協働プロジェクト」において、当社の小型ドローン「IBIS2（アイビスツ

ー）」を活用し、東京消防庁消防学校の BIM（Building Information Modeling）化に成功しました。このプロジ

ェクトの成果が認められ、当社の「IBIS2」が「現場対話型スタートアップ協働プロジェクト」における新事業

分野開拓者に認定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■プロジェクトの背景と目的 

 東京消防庁消防学校の庁舎では、修繕工事の設計や工事業者との打合せに際して、経年劣化した紙図面を使

用していたことから、図面の不鮮明さや、実際の建物構造と整合していない部分が課題となっていました。ま

た、天井裏や地下ピットなど、人が直接アクセスすることが困難な場所での調査も必要とされており、これら

の問題解決に向けた取り組みが急務でした。 

 

■プロジェクトの実施内容 

 当社開発の小型ドローン「IBIS2」は、天井裏や地下ピットなどの狭小で危険な場所においても、データ収集

することが可能です。この技術を活用し、これまで調査が難しかった場所を含めた庁舎の BIM 化を実現しまし

た。これにより、デジタル化された図面は PC 等で管理を行うことができ、迅速な検索や修繕工事における設

計精度が向上、工事業者との打合せや工事の効率化が大幅に向上しました。 

 

 

～東京都の機関において随意契約による導入が可能に～ 

東京消防庁消防学校庁舎の BIM化成功の実績より 

東京都「現場対話型スタートアップ協働プロジェクト」における新事業分野開拓者に認定 



 

 

 

■認定と今後の展開 

 本プロジェクトでの BIM 化成功が評価され、小型ドローン「IBIS2」は、東京都の「現場対話型スタートアッ

プ協働プロジェクト」における新事業分野開拓者に認定されました。この認定により、令和 10 年 3 月 31 日ま

で、東京都の機関において随意契約による導入が可能となります。当社は、この成果を基に、さらなる技術展

開を進め、他の公共施設やインフラ管理への応用を図ってまいります。 

 

本件は当社の成長戦略に沿った自治体との連携強化の一環として位置づけており、今後も各自治体と更なる

連携を進めてまいります。なお、本件による当社業績への影響は軽微です。 

 

 

▼株式会社 Liberaware について 

株式会社 Liberaware は、「誰もが安全な社会を作る」をミッションに掲げ、世界でも珍しい「狭くて、暗く

て、危険な」かつ「屋内空間」の点検・計測に特化した世界最小級のドローン開発と、当該ドローンで収集した

画像データを解析し顧客に提供するインフラ点検・維持管理ソリューションを行っております。弊社は、ビジョ

ンでもある「見えないリスクを可視化する」ことに邁進し続け、人々に安全で平和な社会をお届けします。 

  

会社名：株式会社 Liberaware（リベラウェア） 

代表者：閔弘圭（ミン・ホンキュ） 

所在地：千葉県千葉市中央区中央 3-3-1 

設立：2016 年 8 月 22 日 

事業内容：・産業分野に特化した非 GPS 型小型ドローンの開発 

・IoT 技術・人工知能を活用したシステム開発 

・小型ドローン「IBIS」を活用した点検・測量ソリューションサービス 

・小型ドローン「IBIS」の販売・レンタルサービス 

・映像加工・編集サービス（距離計測、異常検知等） 

URL：https://liberaware.co.jp/ 

  

https://liberaware.co.jp/

